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会委員長は図書館運営員会委員長が兼ねる。
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4　その他編集委員会が認めたもの。
　（投稿原稿）
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 （4）その他の編集委員会の認めたもの
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第６条　本紀要に投稿する原稿は、長野大学研究倫理規程に則ったものであること。
　（点検）
第７条　本紀要に掲載される論文等の水準を維持するために、編集委員会が点検を行う。場合によっては編集委員以外

の者の意見を聞くことがある。
2　編集委員会は点検の結果に基づき、原稿の内容について執筆者に修正を求めることがある。
3　点検についての詳細は別に定める。
　（掲載の可否）
第８条　編集委員会は点検結果に基づき、投稿原稿の掲載の可否を決定する。
　（著作権）
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